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経

涛

言告す

叢
第
三
十
五
審

第

二

競

(
壇
場
甲
南
罰
百
六
輔
)

昭
和
七
年
八
月
後
行
一

=o  
E胴

叢

満

洲

闘

の

財

政

及

財

政

策

神

戸

正

ま住

ぬ掛

緒

雷

為
事
満
洲
圃
が
出
来
上
っ
た
。
我
園
は
ま
だ
正
式
に
之
を
承
謡
す
る
に
至
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
現
に
事
賞
と
し
て
は
満

洲
圃
が
存
立
し
て
居
り
活
動
し
て
居
る
。
財
政
を
有
ち
財
政
活
動
を
績
け
て
居
る
。
建
国
以
来
今
日
ま
で
は
月

鷺
算
で
財
政
を
行
っ
て
来
た
が
、
此
七
月
か
ら
し
て
は
大
同
元
年
度
強
算
と
し
て
年
頭
算
砂
言
立
て
て
居
る
。
や

が
て
此
闘
は
我
闘
か
ら
し
で
も
他
の
国
々
か
ら
し
で
も
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
が
、
実
は
兎
に
角
と

し
て
、
此
園
の
財
政
の
如
何
は
我
園
の
財
政
に
k
h
J
て
重
大
干
係
を
有
ち
、
業
の
基
礎
が
薄
弱
で
あ
る
と
し
た
な

満
洲
園
町
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
四
九

第
二
披



満
洲
園
の
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
血
管

一
五

O

第
二
競

ら
ぱ
、
我
闘
と
し
て
財
政
的
援
助
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
如
何
と
い
ム
こ

と
は
、
我
圃
民
一
般
に
と
り
て
は
切
買
な
る
問
題
で
あ
る
。
特
に
時
偶
々
我
固
財
政
も
赤
字
財
政
時
代
に
麗
し
、

財
源
難
を
嘆
じ
つ
つ
あ
る
の
時
で
あ
る
か
ら
、
常
夏
ら
に
此
の
我
が
後
援
下
に
あ
る
痛
洲
圃
の
財
政
が
我
が
圃
民

に
と
り
て
は
最
大
の
関
心
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
怠
は
此
問
題
に
つ
い
て
の
解
決
を
得
ゃ
う
と
し
て
、
最
近

M
働
時に

親
し
く
満
洲
闘
に
渡
り
て
其
現
昧
ぞ
探
り
、
且
つ
其
遁
去
に
於
け
る
沿
革
を
も
調
べ
て
見
た
の
で
あ
る
。
今
悲

に
茸
(
結
果
の
要
貼
を
報
告
し
て
、
我
幽
民
の
錯
め
に
盛
考
資
料
ぞ
供
し
ゃ
う
と
思
ふ
。
然
る
に
問
題
の
一
部
は
営

バ
局
か
ら
し
C
記
事
謹
'
止
め
と
い
ゆ
っ
℃
居
ぷ
も
の
に
属
す
る
の

T
、
其
全
般
を
披
躍
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
大

に
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。
備
ほ
本
文
に
於
て
は
満
洲
園
の
財
政
一
一
般
に
つ
い
て
論
惑
し
、
業
閥
税
及
内
園
耽
に

つ
い
て
は
稿
を
夏
め
て
論
宇
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
段

満
洲
園
財
政
の
現
況

満
洲
園
の
財
政
が
強
固
な
も
の
か
何
う
か
。
売
買
し
た
も
の
か
何
う
か
。
崎
市
来
盆
々
後
展
し
撰
大
す
る
の
可
能

性
あ
り
や
否
や
。
是
れ
我
等
の
切
に
知
り
た
い
と
思
ム
所
の
も
の

rが
、
其
に
つ
い
て
は
過
去
の
事
蹟
を
も
詳
し

〈
調
べ
て
見
な
〈
で
は
な
ら
や
、
外
園
事
情
と
比
較
し
て
見
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
り
、
財
政
其
も
の
ば
か
り
で
な

く
、
一
般
政
治
経
済
枇
曾
事
情
ま
で
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
け
れ

E
色
、
何
は
兎
も
あ
れ
、
此

圃
財
政
の
現
此
自
瞳
に
つ
い
て
一
瞥
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
昆
で
之
が
大
要
を
轟
-
ぐ
る
左
衣
の
如
く
で
あ
る
。



先
づ
其
の
、

い
聾
算
集
成
の
行
政
ー
ー
は
何
う
か
と
い
ふ
左
、
此
闘
に
て
は
、
輪
駆
算
の
集
中
編
成
と
い
ふ
、
財
政
上
最
大
事
な

中
心
的
の
行
政
は
、
財
政
部
の
司
る
所
で
な
く
し
て
、
其
は
む
し
ろ
国
務
穂
理
直
属
の
縛
務
属
の
主
計
虞
に
於
て

掌
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
(
詮
一
〉
。
財
政
部
と
い
ふ
も
の
は
実
名
講
か
ら
見
る
と
、
葉
底
で
珠
算
の
集
成
ま
で
も
行

ひ
さ
う
で
あ
る
け
れ
E
色
、
質
際
、
此
蕗
で
は
単
に
主
と
し
て
は
肱
入
の
み
を
司
h
J
、
附
帯
し
て
理
財
、
金
融
事

項
eT
司
る
の
に
過
ぎ
な
い
(
註
一
一
〉
。
此
珠
算
の
集
成
が
若
も
我
邦
の
や
う
に
財
政
部
長
印
ち
大
臓
大
臣
の
任
務
で
あ

勺
亡
と
す
れ
ば
、
各
都
mw
行
政
長
官
が
彼
と
劉
等
な
る
財
政
部
長
に
迫
ま
ち
て
、
主
々
に
分
捕
を
冒
と
す
る
や
う

に
な
る
、
そ
し
て
財
政
部
長
は
其
を
無
理
と
は
知
り
つ
つ
も
、
或
度
ま
で
聞
入
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ

て
、
議
算
の
膨
脹
を
来
た
す
の
で
あ
る
が
、
此
圃
に
て
は
葉
集
成
が
各
部
と
は
並
立
せ

5
る
、
む
し
ろ
国
務
縛
理

直
属
の
機
闘
に
任
か
き
る
る
の
で
、
凡
べ
て
国
務
縮
理
の
統
制
下
に
服
し
、
国
務
縛
理
は
恐
ら
く
各
部
の
行
政
長

官
を
抑
制
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
し
、
良
〈
諸
般
行
政
上
の
必
要
の
輯
重
緩
急
を
計
量
し
て
趨
営
な
る
裁
決
を
下

し
得
て
、
過
な
き
ぞ
得
る
に
近
い
こ
と
が
出
来
ゃ
う
。
か
く
し
て
財
政
の
膨
脹
を
傍
程
の
度
ま
で
阻
止
し
、
得
ら

る
べ
き
財
源
と
の
開
係
を
調
節
す
る
こ
と
と
も
な
ら
う
。
た
い
〉
主
計
慮
が
直
接
に
牧
入
源
を
管
理
せ
ぬ
矯
め
に
、

経
費
と
歳
入
と
の
開
係
を
調
整
す
る
に
於
て
、
業
牧
入
源
を
自
ら
管
理
し
得
た
場
合
(
大
撮
大
臣
が
諜
算
集
成
と

牧
入
源
管
理
と
を
粂
ぬ
る
場
合
)
に
比
し
て
何
ほ
ど
か
不
便
の
存
す
る
こ
と
は
守
は
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
葉
も
主
計

昆
の
上
司
者
た
る
園
務
綿
理
の
威
力
に
よ
ち
て
相
官
に
統
制
し
得
ら
る
る
筈
で
あ
り
、
実
方
の
心
配
は
大
し
た
こ

減
測
園
の
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一五一

第
二
務



満
洲
園
。
一
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
血
管

五

第
二
就

四

と
で
な
〈
、
む
し
ろ
歳
出
に
於
け
る
各
部
要
求
の
統
制
に
於
て
一
屠
大
な
る
殻
果
を
牧
め
る
こ
と
が
出
来
ゃ
う
。

向
ほ
比
闘
に
て
は
政
府
の
替
繕
、
購
品
に
つ
き
我
邦
な
ど
の
や
う
に
分
散
制
ぞ
採
ら
争
、
集
中
制
を
採
り
、
海
し

く
抱
務
膳
に
於
け
る
需
用
慮
(
詮
三
)
、
に
で
統
一
集
中
し
て
行
は
る
る
の
も
、
国
費
を
有
致
に
経
済
的
に
使
ふ
の
に

費
し
得
る
と
見
て
良
い
。

〈
箆
ご
主
計
蕗
D

主
管
事
務
は
、
其
官
制
に
よ
る
と
、
川
総
括
橡
算
及
機
括
決
算
に
閥
ナ
る
事
項
、
内
向
特
別
措
百
計
の
橡
算
及
決
算
に
闘
す
る
事

項、

mw
圃
資
の
計
室
及
運
用
に
関
ナ
る
事
項
、
山
開
園
庫
金
収
支
の
管
理
に
闘
ナ
る
事
項
・
山
別
収
支
科
目
に
闘
す
る
事
項
と
な
っ
て
居
品
。

〈
誌
ニ
)
財
政
部
は
某
官
制
に
従
ざ
」
、
税
務
、
事
費
、
貨
幣
、
金
融
統
制
及
蝿
有
財
産
に
闘
す
る
事
項
を
司
る
こ
と
に
な
り
、
総
務
、
税
務
、

涯
は
3
2
司

C
V
覇
r
5
0

5
1
4
』

『

f
i
-
-

〈
註
--C

需
用
曲
胞
は
、

ω経
緯
に
閥
ナ
る
事
項
、
例
用
度
に
関
ナ
る
事
項
を
司
る
。

に

珠

算

の

内

窓

mw今
年
五
月
分
の
強
算
1
1
1此
闘
に
て
は
建
国
以
来
、
現
在
ま
で
の
蕗
、
月
議
暗
雲
組
ん
で
財
政
上
の
牧
支
を

行
ひ
来
っ
て
居
る
。
其
内
容
の
一
斑
を
見
る
潟
め
に
、
此
五
月
分
を
示
す
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

い
五
月
分
経
費
の
A
V
計

仰
軍
政
部
経
費

削

W
其
他
鑑
賞

判

執

政

似

参

議

村

立

法

隣府府

金

額

(

元

)

(

百

分

率

〉

=
一
、
四
七
入
、
四
二
七
、
1
l
a
一
0
0
・
0

-一、五

0
0
、
0
0
0
、1
l
l

七
一
・
九

九
七
八
、
四
二
七
、
i
l
l

二
八
・
一

入
一
ニ
、
一
一
一
三
三
、

一
九
、
五
四
八
、

二
一
、
六
一
九
、



山
門
監

仲
抽
臓

の法ω資
山
川
奥

川
氏ω外サ

財
川
賞

判
決
、
刈
凱

何

司

法

部

付

土

地

局

刑
園
都
建
設
局

; 業 政 交 政 安 政 政 務 察

局臆院it官 部 部 部 局 局

大
。
、
一
一
一
八
六
、

一
。
四
二
三
一
二
、

=
二
、
七
六
五
、

一
一
一
二
、
六
五
一
一
一
、

四
五
、
七
四
五
、

一
六
四
、
六
七
九
、

二
四
、
=
一
二
五
、

八
ニ
、
入
一
一
、

五
六
、
七
三
一
、

J
t
J

‘
J
1
J
l
-

四
一
二
一
六
一
、

ゴ
コ
=
八
九
、

二
丸
、
二
八
九
、

l
i
-
-
一
一
・
岡
山
F

川
町
牧
支
劃
照
(
満
州
岡
政
府
の
濠
算
面
に
は
周
囲
詩
に
て
現
は
さ
れ
て
居
る
が
、
讃
者
に
列
り
易
か
ら
し
む
る
矯
め
に
、
邦
語
同
課
出
し
で
置

〈
」仰

収

入

川
円
四
月
分
よ
り
繰
越

向
臨
務
取
入

判
中
央
銀
行
よ
り
借
入
議
定
額

合

計

ω支
出

付
四
月
分
稜
算
に
嵐
ナ
る
支
出
に
し
て
五
月
中
交
付
の
も
の

山
円
五
月
分
珠
算
に
よ
る
支
出

滞
測
圃
白
財
政
及
財
政
策

三
、
七
=
二
一
、

0
0
0
、

三、

0
0
0
、
0
0
0
、

一、

0
0
0
、
0
0
0
、

穴
、
七
三
二
、

0
0
0
、

一、四
0
0
、
0
0
0
、

三
、
四
七
λ
、。

0
0
、

第
三
十
五
巻

一
五
三

第
二
披

:ti. 



浦
測
園
白
一
財
政
及
財
政
策

第一一プヤ五血管

一五四

第
二
時
蜘

~ /、

合

計

差
引
五
月
疫
に
し
て
六
月
へ
繰
越
さ
る
べ
き
も
の

豆
、
八
七
八
、
0
0
0
、

八
五
四
、
0
0
0
、

右
議
算
に
つ
い
て
見
る
と
、
其
牧
入
中
に
て
牧
入
ら
し
き
も
の
は
瞳
耽
だ
け
で
あ
っ
て
、
其
他
は
い
ふ
に
足
ら

ぬ
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
四
月
か
ら
し
て
五
月
に
繰
越
さ
れ
七
牧
入
の
内
容
は
秘
密
に
属
す
る
け
れ
ど
も
、
実
は

技
術
上
か
ら
い
へ
ば
要
す
る
に
雑
牧
入
と
い
ふ
詞
に
入
れ
得
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
此
の
如
き
は
建
国
草
々
の
際

で
諸
の
税
般
入
な
ど
の
耽
納
の
困
難
な
る
が
矯
め
に
己
か
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
来
る
べ
き
此
七
月
以
降
の
大
同

元
年
度
に
至
り
て
初
め
て
正
規
の
諸
の
牧
入
が
牧
納
き
れ
る
こ
と
に
な
芯
で
あ
ら
う
。

そ
れ
か
ら
粧
費
の
都

ιあ
り
で
は

h

車
事
費
一
T
其
大
部
分
配
占
め
、
レ
市
削
以
上
L
L
h
H
A
ほ
ど
の
大
3

?
あ
7
4
0

之
に
劃
し
て
文
治
諸
費
の
あ
ま
り
に
も
貧
弱
な
の
は
遺
憾
で
あ
り
、
勝
来
の
改
善
が
最
も
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

此
も
建
国
後
日
常
ほ
浅
く
、
治
安
維
持
の
第
一
に
切
要
な
時
代
に
あ
り
で
は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
、
治
安
が
衣
第
に

落
着
き
、
人
心
が
安
定
し
経
梼
産
業
の
進
展
す
る
に
従
ふ
て
は
、
段
々

k
正
常
な
る
経
費
の
分
配
が
行
は
れ
、

E

次

第
に
一
般
丈
泊
費
の
額
が
増
加
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
。

的
大
同
一
苅
年
(
桝
梓
対
日
…
ト
日
一
切
)
鷺
算

l
l此
は
賓
は
ま
古
来
同
公
表
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
外
賓
関
係
も
あ
っ
て

六
月
初
め
、
在
の
渡
満
し
て
居
っ
た
営
時
は
極
秘
と
さ
れ
て
居
っ
た
の
ぜ
が
、
漏
れ
聞

t
所
に
よ
る
と
、
其
大
筋

は
下
の
や
う
な
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

川
歳
出
合
計

金

額

百

分

率

九一一一、
0
0
0
、0
c
c
、，
l
t
一0
0
、。



内山
W
軍

側
其

何
歳
入
合
計

内

向

関

税

問

堕

枕

品
開
出
産
積
(
現
時
一
…
棚

ω醐
醐
…
棚
)

山
門
終
酒
税
〈
煙
草
、
酒
の
積
)
一
一
一
、
六
0
0
、0
0
0
、

山
間
続
税
(
縄
問
一
哩
い
哨
嶋
…
日
叫
)
二
、
八
0
0
、0
0
0
、

科
技
仙
、
鍬
税
、
出
開
業
税
、
印
花
税
(
印
紙
税
に
笥
司
令
円
均
出
税
(
登
仙
蹄
税
}
町
中
一
J
A

畑

事

f也 費

三
O
、0
0
0
、O
O
O
F
-
-

六三、
0
0
0
、0
0
0
、ーー

六問、
0
0
0
、0
0
0
、

一九、
0
0
0
、0
0
0
、

一五、
0
0
0
、0
0
0
、

三一一、

o

六
八
、
。

五、九
O
O
、0
0
0
、

之
に
よ
る
と
、
歳
出
中
に
於
け
る
丈
泊
費
の
割
合
が
既
に
大
に
高
ま
り
て
、
反
劃
に
軍
事
費
が
割
合
に
低
〈
な

り
、
其
闘
係
的
地
位
が
奮
時
代
の
と
逆
に
な
っ
て
居
る
こ
ー
と
が
認
め
ら
れ
、
議
算
に
現
は
れ
た
だ
け
に
て
は
政
治

の
一
段
の
改
善
と
し
て
良
い
。
尤
・
也
比
満
州
国
白
樺
の
軍
事
品
質
が
此
闘
の
軍
事
費
の
全
部
で
は
な
〈
し
て
、
我
邦

の
計
算
に
属
す
る
、
此
諜
算
面
に
上
ら
玄
る
も
の
の
少
か
ら
ぬ
こ
と
だ
り
は
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
歳
入
が
歳
出
よ
り
・
6
小
で
あ
り
、
且
つ
内
容
の
貧
弱
な
る
こ
と
は
.
建
圃
後
第
一
年
の
草
々
の
時
代
と

て
己
む
を
得
ぬ
こ
と
に
属
す
る
が
、
其
が
大
館
、
可
な
り
に
内
輪
に
見
積
ら
れ
た
の
に
も
因
り
、
特
に
闘
税
の
如

き
は
其
回
牧
の
潟
め
に
園
際
干
係
の
面
倒
な
る
も
の
営
引
起
す
懸
念
・
も
あ
っ
て
、
傍
程
大
事
を
取
っ
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
此
回
収
が
固
痛
に
解
決
す
る
な
ら
ば
、
此
方
で
も
聾
定
よ
り
は
一
居
大
な
る
牧
入
を
も
生
じ
得
る
で
め

ら
う
。
約
二
千
高
元
と
い
ふ
の
は
最
色
小
い
限
度
の
も
の
の
ゃ
う
で
あ
る

(
関
税
擢
保
、
外
債
の
元
利
拐
に
し
て

満
洲
周
回
一
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
血
管

一五五

第
二
披

七



漏
測
圃
の
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
五
六

第
二
披

， ... 

満
洲
園
の
負
権
額
は
約
一
千
寓
一
克
と
測
定
せ
ら
れ
る
)
o

衣
ぎ
に
大
牧
入
を
期
待
せ
ら
る
る
韓
税
色
、
税
と
し
て
は

一
千
五
百
高
元
の
み
を
見
積
っ
て
居
る
が
、
別
に
盟
専
買
を
も
績
行
す
る
と
す
れ
ば
其
か
ら
も
牧
入
が
あ
が
り
、

固
有
の
瞳
枕
か
ら
し
で
も
、
も
っ
と
多
く
が
得
ら
れ
き
う
で
あ
る
。
印
ち
過
去
の
経
験
に
徴
す
れ
ば
庚
義
の
穂
積

か
ら
四
千
高
一
元
以
上
が
得
ら
れ
き
う
で
あ
る
。
か
く
て
此
歳
入
は
決
算
に
至
ら
ぱ
議
定
見
積
に
比
し
て
増
大
の
借

地
が
あ
り
、
そ
し
て
幸
に
し
て
強
算
施
行
が
統
制
良
く
行
は
れ
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
歳
出
の
方
は
聾
定
よ

り
も
遁
か
に
内
輪
に
切
一
'
ワ
詰
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
不
足
額
は
賢
一
際
に
於
て
濠
定
の
三
千
高
一
応
に

港
町
や
し
て
時
ま
う
。
冗
其
‘
か
橡
定
の
加
〈
に
一
一
一
千
高
一
苅
に
も
上
ぽ
つ
に
正
し
て
も
、
建
国
初
年
度
T

と
し
て
は
諜

れ
位
の
不
足
、
隠
っ
て
借
入
金
の
利
用
と
い
ふ
こ
と
は
恕
す
べ
き
こ
と
で
め
り
、
葉
は
恐
ら
く
此
闘
の
中
央
銀
行

の
み
に
て
も
鹿
じ
得
る
こ
と
で
あ
ち
、
業
他
に
於
げ
る
内
、
又
は
外
債
に
よ
り
て
も
充
た
し
符
ぬ
こ
と
は
な
か
ら

'
「
ノ
。

第
=
段

満
洲
園
財
政
の
遁
表

満
洲
闘
財
政
が
購
来
、
如
何
め
る
べ
き
か
、
之
が
劃
策
如
何
ぞ
決
す
る
矯
め
に
は
、
業
の
現
在
を
知
っ
た
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
進
ん
で
其
の
前
の
時
代
、
師
ち
前
の
軍
閥
政
府
時
代
の
其
を
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之

か
ら
し
て
補
充
せ
ら
れ
て
初
め
て
現
在
の
財
政
の
後
展
隣
地
が
判
断
せ
ら
れ
得
る
。
但
し
奮
時
代
の
財
政
の
麗
遷

を
詳
し

t
遁
べ
る
事
は
蕊
に
は
煩
雑
ピ
か
ら
之
を
省
略
し
、
此
建
圃
の
直
前
に
於
け
る
、
此
闘
に
大
韓
該
営
す
る



， 

奉
天
、
吉
林
、
黒
龍
江
三
省
の
財
政
の
集
計
し
た
も
の
を
示
し
て
、
其
大
観
を
鴻
す
こ
ん
}
と
し
ゃ
う
。
其
計
敷
も

貰
の
庭
、
材
料
に
よ
り
て
可
な
り
に
相
蓮
が
あ
り
、
何
れ
を
信
醸
し
て
宜
し
き
か
に
迷
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

此
満
洲
奮
時
代
の
財
政
史
過
に
る
蒲
嘩
調
査
舎
の
中
潰
義
久
氏
の
調
べ
に
従
ふ
の
が
先
づ
適
嘗
と
恩
ふ
か
ら
、
在

は
暫
ら
く
蕊
に
は
同
氏
の
示
さ
れ
た
る
も
の
に
依
る
こ
と
と
潟
寸
。

其
は
先
頃
我
邦
の
軍
部
が
押
牧
し
た
奉
天
財

政
鹿
の
書
類
に
従
ふ
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
c

剖
ち
其
の
束
三
省
歳
計
致
算
の
民
間
十
九
年
後
表
に
よ
る
と

左
の
如
く
で
め
る
、
(
軍
位
は
現
大
洋
で
あ
り
、
前
段
に
暴
げ
わ
い
現
満
洲
圃
の
車
位
と
同
じ
も
の

2
な
っ
て
居
る
。

ー
，
ノ
ト
e
両
日
い
4

h

a

智
子
屯
こ
内
b
L
J
L
h
r

、t
s円い
u"

、

引

1
4
本
生
向
日
叶
活
f
l
u
v
ト

M
5
1』

一

f
h
Z
P
L
C

、
ご
し
建
正
/
「
-
堂
、
t

J

0

4派
4
3
t
1
4
ヲ
i
J
d
〆

，

ψ
恨
ノ
ロ

r
h
J
l
v

王
山
l

h

1

h

(ー)
(C) (B) (A)歳

(ち)(とXへ)(ほ)(に)(は)(ろ)(い):耳r 財陸自
主 皐 政 農建司内数外 | 

務 商 政軍よ
備委甜設法務育交 合

貝毒幸 侃l費費計
費 ffJIT変質費費費費

費

満
洲
園
の
財
政
及
財
政
策

金

額

百

分

率

一
四
四
、
ニ
ニ
入
、
八

O
豆、
l
1
l
一
O
O
、
O

九
八
、
五
五
四
、
九
五
一
、
1
l
h

六
八
二
ニ

一
入
、
八
六
七
、
七
一
七
、
1
1
1

一
三
、
一

ニ
六
、
八

O
穴
、
一
一
】
一
七

f
l
l

一
入
、
六

ニ
O
穴
、
一
二
大
、

四
、
七
o
=
一
、

O
八
O
、

五
、
六

O
大
、
八
二
大
、

一
、
三
九
五
、
五
六
一
、

三
三
丸
、
ニ
五
一
、

一
五
四
、
二
四

O
、

七
0
0
、五

0
0
、

一
=
一
、
七

0
0
、
五
五
三

第
三
十
五
巻

第
二
披

先占

一
五
七



満
洲
圃
の
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

二
歳
入

l
l
A
V計

仰
星
税
|
昼

間

消

費

税

い

盤

枕

ろ

鎗

揚

稔

他

出

産

税

に
捲
背
骨
統
校

ほ

涛

濁

税

へ
務
、
酒
公
費
費

ー

に

叩

叫

小

ホ

哨

川

V

ち

豆

税

p
消

根

枕

ぬ

人

様

統

計

木

税

を

繭

続

税

制

鎖

就

か

硝

鎖

積

U
性

蓄

積

向

交

遇

税

い

契

祝

ろ

印
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車
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コ
一
、
一
八
六
、
七
八
四
、

ニ
O
六
、
七
五
六
、

四
O
、
九
六
六
、

二、

O
一
一
二
、
九
五
九
、

コ---一、--岬巾、レぃ、

J

F

 

九
四
入
、
八
五
七
、

二
O
一一、

O
二
四
、

二
、
七

O
一
、
三
六
四
、

五
、
八
八
七
、

O
O
七、
I
B
-
-

三
、
八
一
一
、
大
六
三
、

一
、
九
五
六
、
九
五
五
、

六
九
四
、
七
八
八
、

四
、
八

互五
~ 

第

君主
ー

O 



(F) (E) (0) 
雑官各(ほ)(に)

業種事早帖
Jjjc~西

i攻罰牌照

入入金照
枕稀

， 

二
三
九
、
二
七
一
、

一入四、=二一一
O
、

一
三
一
二
、
三
ニ
O
、

七
一
五
、
O
四八、

一九、一
O

一、九
O
五、

桔
に
よ
り
て
、
明
な
る
が
加
〈
、
歳
出
に
て
は
、
業
一
一
ニ
、

一
%
は
財
政
費
、
却
ち
大
瞳
、
粧
理
費
だ
と
し
て

暫
ら
く
措
き
、
其
外
に
立
つ
所
の
施
政
費
中
に
つ
い
て
は
、

一
一
般
丈
政
費
一
人
・
大
外
に
過
ぎ
や
し
て
、
陸
軍
費

いかムハ

λ
・
一
一
一
が
と
金
刷
費
の
三
分
二
以
上
む
占
め
て
尉
づ
仁
釣
は
叩

如
何
仁
試
の
剛
削
指
山
多
く
の
も
の
役
、

~i'~[ 

問

政
治
家
の
勢
樺
慾
充
足
の
矯
め
に
使
ふ
こ
左
に
専
ら
と
な
り
て
、
人
民
の
幅
一
肱
増
進
、
文
化
の
向
上
器
展
の
渇
め

に
用
ゆ
る
こ
と
が
等
閑
に
附
せ
ら
れ
た
か
を
察
知
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
加
之
、
更
に
奉
天
省
の
み
に
就
い
て

見
る
と
き
は
、
軍
事
費
の
全
経
費
中
に
占
む
る
地
位
は
一
屠
重
き
を
成
す
の
で
あ
り
(
註
四
¥
い
ふ
所
の
関
係
は
一

屠
の
不
利
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
前
に
皐
げ
た
新
満
洲
園
大
同
元
年
度
の
珠
算
に
於
て
、
軍
事
費
が
全
幽
費
の
三

分
一
以
内
に
止
ま
る
の
と
劃
照
し
て
、
新
し
き
政
治
の
古
き
政
治
に
劃
し
て
一
段
の
改
善
活
歩
ぞ
示
す
も
の
と
し

て
宜
し
い
。
其
れ
ば
か
り
で
な
い
。
右
の
軍
事
費
は
車
に
形
式
上
、
珠
算
に
現
は
れ
た
る
も
の
に
止
ま
り
、
共
外

に
ま
だ
、
奮
軍
閥
政
治
家
が
諌
算
以
外
に
、
軍
費
の
矯
め
に
、
臨
時
に
又
は
随
時
に
人
民
か
ら
徴
愛
し
つ
つ
め
っ
た

も
の
も
あ
り
、
そ
れ
か
ら
、
紙
幣
に
よ
り
て
人
民
か
ら
特
産
物
を
買
上
げ
、
其
を
外
商
に
艶
し
金
貨
に
よ
h
J
頁
却
し

て
収
得
し
た
る
刺
盆
の
如
き
も
め
っ
て
、
業
が
軍
費
に
、
或
は
軍
閥
樫
勢
者
の
在
腹
に
闘
し
た
る
も
あ
っ
て
此
等
、

満
洲
圃
白
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
五
九
~
第
二
貌



満
桝
園
白
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一六
O

第
二
披

議
算
に
現
は
れ
、
ざ
る
国
民
負
轄
の
少
か
ら

F
る
こ
と
を
も
見
逃
し
て
は
な
ら
守
、
此
等
ぞ
も
併
せ
考
慮
す
る
に
於

て
、
奮
軍
閥
政
府
の
偏
r主
宰
費
支
出
は
、
前
記
表
面
上
の
も
の
よ
り
も
、
も
っ
と
大
な
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。

円
註
四
)

奉
天
省
十
九
年
度
経
費
を
一
示
す
と
き
は
左
の
加
し
o

(C) (B) (Aj歳
(へ)(ほ)(κ)(f;t)(ろ1:い)其財軍出
重量賃司内教外

政事合
備業法務育交 計

f也賀費
費費費費費 3望:

金

額

百

分

率

八
六
二
七
二
、
五
五
八
、
1
1
1
一
0
0
、O

七六、
O
七五、六八一一一、
l
l
l

八
八
、
三

二
、
七
ニ
一
、
七
六
六
J

l

l

=

一二}

七、コ一七五、一
O
九、
1
1
1

八、五

'u

、，J

、-門
u・マ
a

a

、

」
ノ
〔
時
限
二

二
、
八
七
四
、
四
O
七、

三
、
一
五
O
、五六
O
、

二
O
O
、0
0
0
、

六

O
、0
0
0
、

一、
0
0
0
、0
0
0
、

次
ぎ
に
歳
入
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
が
種
類
も
多
〈
、
宰
も
可
な
り
に
高
〈
.
歴
倒
的
の
重
さ
を
有
っ
。
牧
盆

税
の
如
き
は
之
に
比
し
て
は
あ
ま
り
に
も
地
位
が
低
い
。
此
の
如
き
は
支
那
の
や
う
な
特
殊
の
民
性
を
有
つ
に
闘

に
て
は
巳
h
U
念
特
ぬ
こ
と
で
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
人
民
が
一
般
に
直
接
の
税
負
携
を
嫌
ひ
、
税
が
寛
大
な
れ
ば
寛

大
な
る
ほ
ど
之
を
仁
政
と
心
得
、
重
き
税
を
取
る
政
府
を
呪
ひ
、
業
低
き
政
治

'e一
融
歌
す
る
に
於
て
、
政
府
が
努

め
て
地
租
の
や
う
な
直
接
定
期
枕
を
避
け
て
、
間
接
税
に
依
ら
う
と
す
る
の
は
自
然
の
成
行
で
あ
る
。
併
し
葉
結



果
と
し
て
は
負
携
が
人
民
の
給
付
能
力
に
件
は
や
、
不
れ
公
平
な
る
も
の
と
な
る
の
は
兎
れ
な
い
。
ま
し
て
直
接
税

と
い
ふ
て
も
、
軽
き
田
賦
却
も
地
租
の
み
あ
り
て
、
所
得
税
財
産
税
の
如
き
一
般
に
庚
〈
色
々
の
所
得
や
財
産
を

課
す
る
も
の
を
有
史
ぬ
に
於
て
一
層
不
公
平
と
な
る
の
外
な
い
。
叉
斉
し
く
消
費
税
と
し
て
も
、
醸
税
炉
実
消
費

枕
の
過
宇
の
牧
入
ぞ
奉
ぐ
る
と
い
ふ
に
於
て
、
そ
し
て
葉
瞳
牧
入
か
ら
金
き
歳
入
の
三
分
一
以
上
を
商
事
ぐ
る
と
い

ふ
に
至
り
で
は
、
貧
民
過
重
の
甚
し
き
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
比
の
購
穂
枚
入
を
吟
味
す
る
と
き
は

其
生
産
地
に
於
げ
る
原
債
の
、
百
斤
僅
か
に
十
五
銭
に
色
過
ぎ
ぬ
も
の
が
人
民
の
手
に
入
る
と
き
に
十
回
以
上
と

(
国
円
銭
と
い
ふ
文
字
を
用
ゐ
た
け
れ

E
色
、
買
は
満
洲
貨
の
車
位
で
あ
る
。
精
密
に
い

も
な
石
と
レ
ふ
に
於
て

ふ
と
、
元
、
角
、
分
と
し
て
現
は
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
内
容
は
註
五
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
い
て
葉
の
負
携

の
過
重
な
の
に
驚
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
註
さ
。
此
の
瞳
の
過
重
負
携
に
艶
立
し
て
は
、
此
闘
に
於
け
る
酒
、
及

煙
草
の
消
費
耽
が
僅
か
に
綿
歳
入
の
八
M
m
u

と
い
ふ
の
に
止
ま
り
、
盤
税
牧
入
に
劃
し
で
は
業
五
分
一
強
と
い
ふ
に

過
ぎ
子
、
我
邦
の
酒
税
及
煙
草
専
貰
盆
金
が
四
億
圏
内
外
な
る
に
劃
し
て
も
、
業
の
あ
ま
り
に
も
小
い
こ
と
は
見

逃
が
す
べ
か
ら
ゴ
る
こ
と
で
あ
る
(
詮
ご
。
更
に
砂
糖
に
劃
し
で
は
閥
積
は
か
か
れ
E
色
、
内
圃
消
費
税
は
な
く
、

蕊
に
も
折
角
の
好
税
源
を
逸
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
見
出
す
。
か
く
し
て
如
何
に
民
度
の
低
い
虞
と
は
い
へ
、

消
費
税
と
し
て
の
好
保
件
を
備
へ
た
も
の
を
逸
し
つ
つ
他
方
に
瞳
税
の
や
う
な
人
頭
税
的
な
る
貧
民
税
を
重
課
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
が
す
べ
か
ら
ぎ
る
事
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
他
、
雑
多
な
る
消
費
税
が
各
種
の

農
工
産
物
に
課
せ
ら
れ
、
而
か
色
業
中
に
は
外
国
へ
轍
出
3
石
ぺ
き
重
要
な
物
へ
色
遠
慮
な
く
課
税
を
し
て
居
り

浦
湖
周
白
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
大

第
二
競



満
洲
闘
の
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
六

第
二
時
踊

四

実
は
其
の
肱
穂
の
大
を
期
す
る
と
い
ふ
政
策
上
に
は
或
は
此
国
情
と
し
て
己
む
を
得
な
か
っ
た
か
も
知
ら
ぬ
け
れ

経
済
政
策
R
A
枇
曾
政
策
上
に
は
不
得
策
で
あ
り
、
負
携
の
れ
公
平
に
も
合
は
守
、
租
税
行
政
の
上
に
も
煩
雑

面
倒
と
い
ふ
の
弊
を
件
ふ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ど
・
也
、

(
註
五
)
盤
械
に
つ
骨
て
は
、
英
国
有
の
枕
は
百
斤
に
つ
脅
正
税
が
三
元
、
附
加
税
が
三
一
河
、
特
別
附
加
税
が
三
角
、
計
穴
元
三
角
で
あ
る
。
そ

し
て
之
が
生
産
地
原
僚
は
一
角
牛
位
の
も
の
で
あ
る
。

庭
が
此
外
に
・
吉
林
省
と
黒
龍
江
省
と
に
で
は
、
右
税
の
か
か
り
た
る
盤
を
、
夏
に
主
目
黒
総
選
局
と
い
ふ
事
責
機
関
の
手
に
で
事
貰
を
符
ひ
、

英
か

b
し
で
も
百
斤
に
づ
き
ニ
元
八
角
一
一
一
分
の
利
を
収
め
づ
っ
一
め
づ
た
。
で
此
二
省
に
て
は
百
斤
に
づ
車
九
元
一
角
コ
一
分
の
税
が
か
け
ら
れ
る

と
と
に
な
る
ω

此
叫
耐
に
づ
き
朝
僻
銀
行
が
確
運
用
を
管
理
中
に
調
べ
た
も
の
に
よ
る
在
左
の
知
〈
で
あ
る
。
尤
も
其
は
昨
年
十
二
月
現
在
。
で

あ
り
、
思
位
は
現
大
洋
に
よ
』
。
。

勝
品
中
一

c
c斤
に
り
連

復
臨
替
口
開
運
賃

些
口
、
長
審
問
汽
車
賃

税

金
腕

袋

-吾一一ロ

む
-
一
五
(
↑

Z
町
二
死
乃
至
。
.
士
。
た
が
、

0
・丸

O
と
し
て
計
上
)

O
二一一

O
(冬
期
は
馬
車
運
輸
と
た
り
一
石
、
一
、
二

O
元
位
だ
が
、
年
平
均
一
石
、

0
・
八
四

大・一ニ

0

0
・
二
九

七
・
八
人

一
、
八

O
元
と
し
て
計
上
)

有
原
債
の
も
の
を
、
権
運
局
に
で
百
斤
、
に
つ
幸
除
大
洋
十
五
元
七
角
五
分
(
一
袋
二
十
七
元
)
に
で
責
却
し
た
u

現
大
洋
ξ
恰
大
洋
と
の
相
場

を
六
八
・

O
に
て
仕
切
る
と
き
は
現
大
洋
の
一

0
・
七
一
元
と
な
り
、
差
引
き
し
て
百
斤
に
づ
壱
ニ
・
八
三
元
白
純
盆
と
な
る
。

(
註
穴
)
酒
税
は
、
例
之
、
奉
天
省
に
て
は
焼
酒
、
紹
酒
、
一
万
酒
、
洋
酒
、
菊
酒
等
の
従
僕
百
分
十
一
、
奈
(
煙
草
)
枕
は
、
同
省
に
で
、
炉
、
葉
、

安
線
に
従
債
百
分
十
一
。
北
町
酒
会
費
貨
は
、
北
町
酒
の
従
債
百
分
大
。
酒
特
殺
は
各
種
瓶
酒
に
従
領
官
分
二
十
。
捻
恭
続
税
は
品
管
師
四
草
に
嚇
到
し
、

一
等
級
品
、
五
高
木
白
一
債
格
五
四

O
元

以

上

の

も

の

に

=

一

O
五
、
元

ニ
等
級
ロ
刷
、
王
高
木
の
債
格
一
五

O
元

以

上

の

も

の

に

八

一

元

=
一
等
級
品
、
五
高
木
の
債
格
一
五

O
元

以

下

の

も

の

に

三

九

元



第
三
段

漏
淵
園
財
政
の
幣
束

上
来
週
ペ
来
っ
た
所
は
、
満
洲
圃
財
政
の
過
去
現
在
の
一
端
で
あ
る
。
之
を
土
豪
と
し
て
業
時
来
を
推
測
す
る

こ
と
が
出
来
、
又
、
崎
市
来
却
何
に
鴻
す
べ
き
か
の
政
策
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
主
(
の
成
行
如
何
に
よ
り
て
は

満
洲
闘
は
我
邦
自
ら
の
係
累
と
も
な
り
、
又
、
係
黒
と
な
ら

4

さ
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
業
如
何
は
、
行
か
ら

し
て
我
邦
、
我
園
民
に
と
り
て
は
頗
る
重
大
な
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
買
に
荘
一
か
満
洲
圃
財
政
を
調
ペ
て
見
や
フ

と
し
十
い
円
札
一
も
、
州
が
し
て
山
部
川
初
陣
内
ル
斜
め
可
L

H
い
な
'
¥
't

州
側
匹
目
J
4
uめ
4
1
)
:
J
3
1
:
7
d
3

和

司。f
，
弓
匝
E
C
f
A
b
l
v
i
d
J
f
u
t
め
あ
t
f
l
寸

Z
U

其
調
査
か
ち
得
た
、
此
圃
持
来
の
財
政
策
に
劃
す
る
意
見
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

ト
牧
支
闘
係
|
|
に
つ
い
て
は
、
前
記
大
同
元
年
度
換
算
に
於
げ
る
不
足
の
如
き
は
、
業
し
き
の
額
は
、
新
中
央

銀
行
よ
り
の
傍
カ
に
よ
り
て
雁
ぜ
ら
る
べ
き
借
入
金
に
で
搭
に
充
た
し
得
ら
る
る
と
思
ふ
。

の
み
な
ら
や
夫
の
不

足
と
い
ふ
て
も
、
強
算
賓
施
の
後
に
於
て
議
算
し
た
ほ
ど
に
大
な
も
の
と
な
ら
示
し
て
梼
む
と
い
ふ
望
も
あ
る
。

業
歳
入
出
の
見
積
の
工
合
を
見
て
も
、
歳
入
は
可
な
り
に
内
輪
に
見
積
ら
れ
て
居
hJ
、
歳
出
は
な
し
ろ
僻
棋
を
と

h
ノ
て
見
積
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
に
主
計
慮
の
方
針
と
し
て
も
、
議
算
に
つ
き
各
部
に
一
年
分
の
定
額
を
任
か
ぜ
や

月
々
の
ハ
?
を
交
付
し
、
宮
蹟
に
従
ひ
て
冗
費
と
認
k

り
れ
ば
遠
慮
な
く
緊
縮
を
命
守
る
や
う
に
し
、
需
用
麗
か
ら
し

て
の
各
部
へ
の
統
制
と
相
待
っ
て
、
放
慢
支
出
を
阻
止
し
得
て
、
結
局
に
於
て
相
官
の
不
用
額
を
生
今
る
だ
ら
う

左
も
思
は
れ
る
。
ぞ
れ
か
ら
借
入
、
公
債
と
し
て
は
、
軍
に
中
央
銀
行
ば
か
り
で
な
く
、
外
国
か
ら
の
借
歎
に
依

満
洲
園
町
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

-
~ ，、

第
二
務

一
五



満
洲
圃
D
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
六
四

第
二
時
踊

一
六

る
こ
を
も
望
み
な
き
に
あ
ら
宇
で
あ
り
、
満
洲
内
の
民
衆
か
ら
し
で
も
、
富
札
附
公
債
で
も
稜
行
し
た
な
ら
ば
、

其
民
性
に
考
へ
て
相
官
の
好
成
績
を
牧
め
得
る
と
も
思
は
れ
る
。
此
闘
に
て
は
此
建
国
の
好
機
舎
に
於
て
、
富
有

な
る
国
民
へ
の
強
制
愛
国
公
債
を
起
し
て
は
何
う
か
左
の
議
も
あ
る
や
う
だ
が
、
其
方
は
此
闘
基
礎
の
未
だ
薄
弱

な
る
現
状
に
於
て
成
績
の
疑
は
し
き
も
の
が
あ
り
、
業
に
て
味
噌
を
つ
け
る
の
は
害
あ
り
て
盆
な
し
と
考
へ
ら
れ

る
。
在
は
其
よ
り
は
、
む
し
ろ
富
札
附
一
公
債
を
勤
め
る
も
の
で
あ
る
。

二
歳
出
1
l
に
つ
い
て
は
、
建
園
草
々
の
際
で
あ
る
か
ら
、
特
に
は
軍
閥
政
府
の
文
治
荒
麿
の
後
を
承
け
て
居
る

か
ら
、
丈
泊
費
に
於
て
相
営
宜
大
の
支
出
を
鴻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
其
の
何
れ
の
方
面
な
見
て
も
織
す

べ
き
も
の
は
多
い
。
教
育
を
見
て
も
高
等
の
散
育
は
金
〈
備
は
ら
字
、
普
通
教
育
き
へ
も
一
向
に
整
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
衛
生
施
設
の
如
き
は
甚
だ
貧
弱
な
も
の
で
あ
り
、
交
通
道
路
の
如
き
も
掬
に
不
満
足
な
・
も
の
で
あ
る
。

其
他
治
安
の
維
持
、
特
に
馬
賊
の
討
伐
の
如
き
は
賓
に
一
大
事
業
で
あ
っ
て
、
此
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
漏
洲
園

輔
自
の
力
に
て
は
能
く
し
難
き
も
の
が
あ
り
、
我
邦
の
後
援
に
待
ち
卸
ち
或
度
ま
で
、
日
本
国
民
の
負
携
に
於
で

之
を
矯
す
こ
と
に
色
な
ら
う
。
満
洲
圃
が
我
邦
に
と
ち
て
園
防
の
第
一
線
た
る
の
理
由
に
基
き
て
、
之
が
或
度
の

負
携
を
我
圃
民
と
し
て
も
酷
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
併
し
満
洲
園
の
治
安
維
持
は
主
と
し
て
は
、
何
慮
ま
で
も
満

洲
圃
自
腫
の
存
立
上
の
問
題
だ
か
ら
、
之
が
費
用
は
主
と
し
て
満
洲
圃
白
ら
が
支
掃
す
る
や
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
そ
し
て
此
趣
旨
に
副
ふ
や
う
に
治
安
維
持
費
の
大
部
分
を
満
洲
園
自
ら
に
て
負
ふ
や
う
に
な
る
と
き
に

は
、
其
圃
費
の
大
部
分
を
も
之
に
向
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
っ
て
、
奮
軍
閥
時
代
の
園
費
分
配
と
そ
ん
な



に
遣
は
ぬ
や
う
に
も
な
る
。
葉
鴻
め
折
角
、
新
政
府
と
な
り
て
、
文
泊
費
を
多
〈
使
ふ
や
う
に
な
っ
た
と
い
ふ
好

傾
向
色
又
々
逆
轄
す
る
や
う
に
な
る
の
で
、
実
は
淘
に
遺
憾
の
こ
と
で
あ
忍
。
で
此
闘
に
て
出
来
る
だ
け
治
安
維

持
費
を
、
随
っ
て
軍
費
を
少
く
す
る
や
う
に
努
め
、
他
方
、
文
治
費
を
出
来
る
だ
け
多
〈
す
る
や
う
に
色
努
め
る

が
、
併
し
某
文
泊
費
を
使
っ
て
鴻
す
べ
き
諸
の
施
設
は
、

一
時
に
急
激
に
之
を
行
ふ
に
は
及
ば
ぬ
。
漸
を
以
て
之

を
行
び
、
且
つ
最
も
民
人
の
必
要
と
す
る
所
か
ら
し
て
初
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
主
(
の
経
費
の
分
配
を
遁

切
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
今
後
、
最
も
六
っ
か
し
い
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
営
局
者
に
於
か
れ
て
は
折
角
、

地
に
つ
き
慎
重
審
議
役
査
し
て
過
な
さ
少
期
ザ
ら
れ
h
f
h
h
〈

伝
歳
入
ー
ー
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
示
す
が
刻
〈
に
、
今
日
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
っ
て
、
其
歳
出
を
充
た
す
に
足

ら
ぬ
や
う
な
有
様
だ
が
、
段
々
と
比
国
が
開
後
せ
ら
れ
、
新
し
き
投
資
も
行
は
れ
、
新
し
き
事
業
も
起
る
や
う
に

な
る
と
、
轍
出
入
も
随
っ
て
多
く
な
り
て
、
閥
税
牧
入
の
自
然
増
牧
も
期
待
せ
ら
れ
る
。
勿
論
、
関
税
に
つ
い
て

は
之
が
捜
枇
問
題
が
め
り
、
目
下
、
園
際
交
渉
中
に
麗
し
、
業
交
渉
の
結
果
を
待
た
な
け
れ
ば
、
果
し
て
此
が
十

分
に
利
用
し
得
ら
る
る
や
は
判
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
恐
ら
〈
は
結
局
、
此
闘
の
好
財
源
と
な
る
こ
と
が
出
来
ゃ
う
。

業
と
相
並
ん
で
重
要
の
地
位
を
占
む
る
盟
校
に
至
り

τは
、
一
克
来
、
理
論
上
に
は
不
都
合
な
も
の
で
あ
り
、
随
つ

て
段
々
と
之
が
軽
減
を
計
り
、
又
結
局
は
金
慶
す
る
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
-
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
業
は

他
方
に
合
理
的
な
る
良
財
源
が
完
成
す
る
に
従
ふ
て
段
々
と
行
ふ
べ
き
で
あ
り
、
業
の
出
来
る
ま
で
の
聞
は
、
般

A

官
、
理
論
上
不
都
合
で
あ
る
と
し
て
も
、
貫
際
上
、
財
政
肱
入
を
確
保
す
る
が
鴻
め
に
、
暫
ら
く
之
を
存
績
し
て

満
測
圃
の
財
政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
六
五

第

君主

七



満
洲
園
の
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政
及
財
政
策

第
三
十
五
巻

一
大
大

第
二
披
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財
政
の
基
礎
研
-
確
貫
に
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。
負
携
の
n
公
平
も
肝
要
だ
が
、
賓
の
露
、
実
は
相
封
的
の
こ
と

で
、
或
度
ま
で
は
又
或
時
期
ま
で
は
業
不
公
平
も
辛
棒
し
得
ぬ
こ
と
は
な
い
。
な
し
ろ
牧
入
の
確
保
と
い
ふ
財
政

の
基
礎
確
立
の
方
が
負
捨
公
平
よ
り
も
、
賞
際
・
と
し
て
は
一
層
大
切
で
あ
る
。
院
に
盟
税
を
ぱ
、
か
か
る
意
味
に

て
許
す
と
す
れ
ば
、
過
去
の
貫
蹟
に
徴
し
て
、
今
日
の
鷺
算
に
て
計
上
さ
れ
た
る
よ
り
は
、
よ
り
多
〈
の
牧
額
が

今
後
も
此
か
ら
期
待
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

そ
れ
か
ら
従
来
此
幽
に
て
課
せ
ら
れ
来
っ
た
其
外
の
雑
多
な
消
費
税
は
困
よ
り
、
出
来
る
だ
け
之
を
整
理
し
、
も

っ
と
簡
単
化
す
る
こ

2
が
、
負
携
円
借
平
上
に
も
、
租
税
行
政
上
に
品
、
産
業
及
枇
曾
政
策

K
に
も
盟
主
し
い
こ
と

に
は
相
違
な
い
け
れ
ど
も
、
比
も
漸
を
迫
ふ
て
行
ふ
ベ
〈
、
よ
り
良
き
代
、
り
財
源
を
備
へ
つ
つ
之
を
決
行
し
な
く

て
は
、
財
政
上
に
支
障
を
来
た
さ
な
く
て
は
梼
ま
ぬ
。
た
忙
業
中
に
で
も
、
酒
井
]
蝿
草
と
の
積
牧
入
は
、
我
園
の

同
様
の
牧
入
が
四
億
圏
内
外
な
の
に
比
し
て
、
慌
A
T
此
園
の
人
口
が
少
〈
、
民
度
が
低
い
と
は
い
へ
、
あ
ま
り
に

轄
き
に
描
ぐ
る
や
う
で
あ
り
、
此
二
種
の
税
に
て
は
、
此
上
の
増
肢
を
奉
マ
る
こ
と
が
左
迄
困
難
で
は
な
い
左
思

は
れ
る
。
か
く
の
如
き
は
世
界
各
固
に
共
通
の
こ
と
で
、
左
し
て
心
配
す
べ
き
こ

E
で
は
な
い
。
此
二
積
と
相
並

ん
で
庚
〈
世
界
の
各
闘
に
行
は
る
る
消
費
税
と
し
て
は
、
砂
糖
消
費
税
ぞ
翠
ヤ
る
こ
と
を
得
る
。
此
が
此
園
に
て

関
税
の
み
で
あ
り
、
内
闘
消
費
税
を
有
た
ね
の
も
遺
蛾
で
あ
り
、
即
ち
之
を
創
設
し
て
良
い
。

一
方
、
此
闘
に
て

瞳
に
ば
か
り
重
税
を
課
し
な
が
ら
も
此
等
の
比
較
的
費
埠
乃
至
不
要
分
子
の
強
き
物
を
消
費
税
の
課
税
物
件
か
ら

見
逃
が
す
の
は
、
片
手
落
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
却
っ
て
反
割
に
不
公
平
を
も
増
長
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て



良
い
。
業
他
、
庚
義
の
消
費
税
と
し
て
は
此
闘
に
て
は
、
阿
片
専
賀
、
富
譲
専
買
な
ど
が
、
岡
情
に
適
切
の
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
此
等
の
補
充
と
完
成
と
に
よ
り
て
、
消
費
税
の
範
園
に
て
は
現
在
よ
り
も
牧
入
を
一

層
増
大
し
得
る
と
思
は
れ
る
。

交
通
税
の
範
固
に
て
色
、
登
録
視
に
る
契
税
や
、
印
紙
税
た
る
印
花
税
に
も
将
来
の
増
牧
を
期
し
得
る
し
、
勝

水
平
に
於
て
は
又
相
績
税
な
ど
も
設
け
て
良
い
が
、
実
は
暫
ら
く
後
日
に
譲
る
と
し
て
、
直
接
税
に
あ
h
て
は
此
が

如
何
に
此
闘
の
民
性
じ
合
は
ぬ
と
し
て
も
、
既
に
回
賦
も
あ
る
以
上
之
を
改
良
し
、
更
に
は
管
業
税
な
ど
も
加
へ

亡

k
h
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を
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
へ
る
が
、
其
は
固
有
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
暫
ら
く
別
と
し
、
業
固
有
の
も
の
と
し
て

は
、
昨
年
奉
天
省
に
て
地
方
に
委
譲
し
た
耽
の
中
に
各
種
管
業
に
聾
す
る
管
業
就
が
あ
り
窪
寺
、
質
商
に
劃
す
る

営
税
、
仲
買
替
業
に
劃
す
る
牙
紹
税
、
(
事
、
酒
販
買
業
じ
劃
す
る
事
、
酒
牌
照
枝
)
な
ど
が
め
っ
て
、
此
等
を
整
理
集
中

す
れ
ば
整
備
し
た
替
業
税
を
作
り
得
る
。
又
、
田
賦
、
印
ち
地
租
に
つ
い
て
は
、
奉
天
省
に
て
は
昨
年
卒
先
し
て

之
を
地
方
に
委
譲
し
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
は
吉
林
、
黒
龍
江
省
に
て
は
行
っ
て
居
ら
ぬ
こ
と
で
、
新
園
家

と
し
て
は
再
吟
味
の
必
要
が
あ
石
。
成
程
、
地
租
の
如
き
は
、
理
論
土
、
地
方
税
に
通
し
、
之
に
於
け
る
傑
件
を

多
分
に
備
ふ
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
満
洲
園
の
や
う
に
鰹
擁
護
達
の
幼
稚
の
底
で
は
、
む
し
ろ
か
か
石
粧
を

国
税
と
し
て
維
持
し
て
、
園
税
牧
入
の
土
壷
と
す
る
の
が
、
般
入
の
確
買
の
上
か
ら
望
ま
し
い
。
情
ほ
又
此
田
賦

は
現
在
宵
粗
宋
な
取
方
を
し
て
居
り
、
上
、
中
、
下
等
な

E
等
統
別
を
し
て
、
段
別
割
式
に
課
し
て
居
る
の
だ
か

満
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財
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及
財
政
策
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ニ
O

色
、
此
は
も
っ
と
改
良
し
て
、
各
地
片
の
債
値
に
臆
じ
た
課
税
に
し
な
く
て
は
公
平
に
令
は
ぬ
。
ま
に
業
税
率
も

今
日
の
は
可
な
ち
に
軽
い
も
の
だ
か
ら
、
比
上
の
増
宰
も
左
ま
で
六
っ
か
し
く
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
(
詮
八
)
。

業
他
、
段
々
と
粗
な
る
形
に
て
所
得
税
な
ど
を
設
け
て
も
良
〈
、
法
人
所
得
税
か
ら
初
め
て
、
同
公
一
枇
債
銀
行
預
金

の
利
子
な
ど
へ
の
費
本
利
子
税
を
課
し
、
結
局
、
筒
入
所
得
税
を
も
取
る
や
う
に
進
め
た
な
ら
ば
、
負
携
の
n
公
平

に
も
合
し
、
牧
入
の
大
を
計
る
に
も
過
し
ゃ
う
。

〈
酷
セ
〉
此
各
種
州
官
業
に
課
ナ
る
舶
営
業
税
は
帥
営
業
を
ム
ハ
稜
に
分
ち
、
種
類
に
よ

P
税
率
を
異
に
し
、
大
醐
問
、
替
業
収
入
の
百
分
一
、

で
あ
り
、
銀
行
業
な
ど
で
は
、
資
本
の
百
分
二
目
と
な
っ
て
居
る
。

ヘ
E
h
m〆
↓
ー
と
む
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m
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分
四
麗
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地
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地
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分

六

厘

沙

域

地

三

分

三
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分
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地

一

角
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分

で
あ
る
。

a

l

・L
-
J
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、

一
・
互
二

結

論

以
上
要
之
、
満
洲
闘
は
建
国
以
来
、
日
常
議
〈
、
且
つ
治
安
の
維
持
も
未
だ
完
か
ら
争
、
関
税
樺
の
接
牧
も
末

だ
確
貫
な
ら
や

J

、
業
活
め
財
政
強
算
に
不
足
あ
り
且
つ
不
安
を
抱
識
す
る
や
う
で
あ
る
け
れ

E
も
、
併
し
審
か
に

其
買
情
を
検
し
、
某
過
去
の
事
蹟
を
も
蒋
ふ
る
と
き
は
、
之
が
改
遣
を
巧
み
に
行
ふ
な
ら
ば
、
相
営
に
豊
富
な
る



財
源
を
備
へ
て
、
勝
来
、
益
々
之
を
増
加
し
得
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
此
豊
か
な
る
財
源
に
よ
り
て

勝
来
必
要
に
し
て
震
さ
ま
る
べ
か
ら
ぎ
る
の
文
化
施
設
を
完
備
し
、
且
つ
或
度
ま
で
は
軍
事
費
を
も
克
貰
し
得
て

此
園
調
自
の
力
に
て
禁
治
安
を
維
持
し
得
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
た
だ
歳
出
の
方
面
は
飽
迄
も
出
来
る
行
け
緊
縮

の
手
綱
を
緩
め
ぬ
や
う
に
し
、
財
源
の
方
は
折
角
、
在
来
か
ら
あ
る
も
の
は
之
を
支
持
し
つ
つ
、
債
権
の
あ
る
鹿

に
は
新
し
き
色
の
を
も
求
め
て
、
之
が
豊
富
な
る
や
う
に
企
圃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
せ
ば
業
財
政
は
前

途
洋
々
に
ち
で
め
る
。
セ
ゼ
自
然
に
放
任
し
挟
手
の
み
し
て
居
つ
て
は
悲
観
の
外
な
い
り
れ
ど
も
、
少
し
〈
努
力

「
る
日
ら
J
M
ど
を
し
て
思
慣
な
る
財
政
た

2

勺
し
め
る
こ
と
ほ
必
中
出
来
る
。
満
洲
闘
の
成
立
し
聾

i

展
す
石
銭
め
に

は
拾
去
の
維
持
と
財
政
の
磁
立
止
が
二
大
要
件
で
あ
る
。
其
一
た
る
財
政
の
橋
立
と
い
ふ
こ
と
も
施
策
宜
し
き
を

得
れ
ば
、
先
づ
大
丈
夫
と
思
は
れ
る
。
で
業
の
一
一
測
も
早
〈
達
成
せ
ん
こ
と
は
濁
り
満
洲
圃
民
の
鴻
め
ば
か
り
で

は
な
く
、
ま
に
買
に
日
本
国
民
の
鴻
め
で
あ
る
。
営
局
者
の
努
力
を
期
待
し
て
巳
ま
な
い
。

滞
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園
の
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政
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政
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